eq \o\ad(宗教法人,　　　　　　　　　　　　　　)
　　　eq \o\ad(天理教　　　　分教会規則,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eq \o\ad(一般教会用,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　宗教法人
　　　　「天理教        分教会」規則
　　　　　　　　　　eq \o\ad(第一章,　　　　　　　　)　　総　　　　則

（名　称）

eq \o\ad(第一条,　　　　　　　　)　eq \o\ad(この教会は、宗教法人法による宗教法人であつて「天理教,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　分教会」という。

（包括団体）

eq \o\ad(第二条,　　　　　　　　)　この宗教法人（以下「法人」という）の包括団体は、宗教法

人「天理教」とする。

（事務所の所在地）

eq \o\ad(第三条,　　　　　　　　)　この法人は事務所を

　　　　　　　　　　　　　　　に置く。

（目　的）

eq \o\ad(第四条,　　　　　　　　)　この法人は、親神天理王命の目標を祀り、天理教教典に依拠

して天理教の教義をひろめ、儀式行事を行い、信者を教化育成し、並びにこの教会の目的を達成するための業務を行うことを目的とする。

（公　告）

eq \o\ad(第五条,　　　　　　　　)　この法人の公告は、事務所の掲示場に十日間掲示して行う。

　　　　　　　　　eq \o\ad(第二章,　　　　　　　　)　役員その他の機関

　　　eq \o\ad(第一節,　　　　　　　　)　　代表役員及び責任役員

（員　数）

eq \o\ad(第六条,　　　　　　　　)　この法人には　　人の責任役員を置き、そのうち一人を代表

役員とする。

（資格及び選任並びに辞任）

eq \o\ad(第七条,　　　　　　　　)　代表役員は、教会長の地位にあるものにして、天理教の代表

役員が任命する。

２　代表役員が辞任しようとするときは、その理由書を添え、天理教

　　　　　教会代表役員が連署して天理教の代表役員の承認を得なければならない。

３　代表役員以外の責任役員は、この教会に所属するよふぼく又は信

者のうちから、代表役員が任命する。

（任　期）

eq \o\ad(第八条,　　　　　　　　)　代表役員の任期は、この教会の教会長の任期による。

２　代表役員以外の責任役員の任期は五年とする。但し再任を妨げな

い。

３　補欠によつて就任した責任役員の任期は、前任者の残任期間とす

る。

４　代表役員及び責任役員は、辞任又は任期満了後でも、後任者が就

任するときまで、なおその職務を行うものとする。

（代表役員の職務権限）

eq \o\ad(第九条,　　　　　　　　)　代表役員は、この法人を代表し、その事務を総理する。

（責任役員の職務権限）

eq \o\ad(第十条,　　　　　　　　)　この法人の事務は、責任役員の定数の過半数で決し、その議

決権は、各々平等とする。

　　　eq \o\ad(第二節,　　　　　　　　)　　代　　務　　者

（置くべき場合）

第十一条　下記の各号の一に該当するときは、代務者を置かなければな

らない。

一　代表役員又は責任役員が死亡、辞任、任期満了その他の事由に因

つて欠けた場合において、すみやかにその後任者を選ぶことができないとき。

二　代表役員又は責任役員が病気、旅行その他の事由に因つて、三月

以上その職務を行うことができないとき。

（資格及び選任）

第十二条　代表役員の代務者は、教会長代務者の地位にあるものにして、

天理教の代表役員が任命する。

２　代表役員以外の責任役員の代務者は、この教会に所属するよふぼ

く又は信者のうちから、代表役員又はその代務者が任命する。

（職務権限）

第十三条　代務者は、代表役員又は責任役員に代つて、その職務の全部

を行う。

（退　職）

第十四条　代務者は、その置くべき事由がやんだときは、当然退職する

ものとする。

　　　eq \o\ad(第三節,　　　　　　　　)　　仮代表役員及び仮責任役員

第十五条　代表役員は、この法人と利益が相反する事項については、代

表権を有しない。この場合においては、この教会に所属するよふぼくの互選によつて、仮代表役員を選定しなければならない。

２　責任役員は、その責任役員と特別の利害関係がある事項について

は、議決権を有しない。この場合においては、その議決権を有しない責任役員の員数だけ、この教会に所属するよふぼく又は信者のうちから、代表役員又はその代務者が仮責任役員を選定しなければならない。

　　　　　　　　　　eq \o\ad(第三章,　　　　　　　　)　　財　　　　務

（財産の区分）

第十六条　この法人の財産は、基本財産及び通常財産とする。

２　基本財産は、下記に掲げる財産とする。

一　土地、建物その他の不動産及び財産目録に掲げる宝物

二　公債、社債その他の有価証券

三　永遠保存の目的で積み立てた財産

四　基本財産として指定された寄付金

３　通常財産は、基本財産以外の財産、財産から生ずる果実及び一般

の収入とする。

（基本財産の設定及び登録）

第十七条　基本財産を設定したときは、天理教の事務所備付帳簿に登録

しなければならない。

２　基本財産を変更したときは、前項の規定を準用する。

（基本財産の管理）

第十八条　基本財産たる現金は、不動産若しくは確実な有価証券に替え、

確実な銀行に預け、その他適当に管理しなければならない。

（財産の処分等）

第十九条　下記に掲げる行為をしようとするときは、責任役員全員及び

天理教　　　　教会代表役員の同意を得て、天理教代表役員の承認を受けた後、その行為の少くとも一月前に、信者その他の利害関係人に対し、その行為の要旨を示して、その旨を公告しなければならない。但し、第三号から第五号までに掲げる行為が、緊急の必要に基くものであり、若しくは軽微なものである場合、又は第五号に掲げる行為が、一時の期間に係るものである場合については、この限りではない。

一　不動産又は財産目録に掲げる宝物その他の基本財産を処分し、又

は担保に供すること。

二　借入（当該会計年度内の収入で償還する一時の借入を除く）又は

保証すること。

三　主要な境内建物の新築、改築、増築、移築、除却又は著しい模様

替をすること。

四　境内地の著しい模様替をすること。

五　主要な境内建物の用途若しくは境内地の用途を変更し、又はこれ

をこの教会の主たる目的以外の目的のために供すること。

（財産目録の作成）

第二十条　財産目録は、毎会計年度終了後三月以内に、前年度末現在に

よつて作成しなければならない。

　（経費の支弁）

第二十一条　この法人の経費は、通常財産をもつて支弁する。

（予算の編成及び区分）

第二十二条　予算は、歳入の性質及び歳出の目的に従つて各々これを科

目に区分し、毎会計年度開始一月前までに編成しなければならない。

（予備費の設定）

第二十三条　予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費

を設けることができる。

（予算の補正）

第二十四条　予算作成後に、必要が生じたときは、既定予算の補正をす

ることができる。

（決算の作成）

第二十五条　決算は、毎会計年度終了後一月以内に、作成しなければな

らない。

（歳計剰余金の処置）

第二十六条　歳計に剰余を生じたときは、これを翌年度の歳入に繰り入

れ、又はその一部若しくは全部を、基本財産に編入することができる。

（会計年度）

第二十七条　この法人の会計年度は毎年四月一日に始まり、翌年三月三

十一日に終るものとする。

　　　　　　　　　　eq \o\ad(第四章,　　　　　　　　)　　補　　　　則

（規則の変更及び合併）

第二十八条　この規則を変更しようとするときは、責任役員全員及び天

理教　　　　　教会代表役員の同意を得て、天理教代表役員の承認及び　　　　　知事の認証を受けなければならない。

２　この法人が合併しようとするときもまた同様とする。

（解散の手続）

第二十九条　この法人が解散しようとするときは、責任役員全員及び天

理教　　　　　教会代表役員の同意を得て、天理教代表役員の承認及び　　　　　知事の認証を受けなければならない。

（残余財産の帰属）

eq \o\ad(第三十条,　　　　　　　　　　)　この法人が解散したときは、その残余財産は、天理教に帰

属する。

（包括団体の規則の効力）

第三十一条　天理教教規及び規則中、この法人に関係がある事項に関す

る規定は、この法人についてもその効力を有する。

　　　　　　　　　　　　附　　　　　　則

１　この規則は　　　　　知事の認証を受けた日（　　　　　年

　　　　月　　　日）から施行する。

２　この規則施行当初の代表役員及び責任役員は次のとおりとする。

　代表役員

　責任役員

　責任役員

